
※ 当 該 年 度 の 達 成 状 況 ： Ａ … 十 分 達 成     Ｂ … 概 ね 達 成     Ｃ … 努 力 必 要     Ｄ … 改 善 必 要 

 

共通取組 
重点取組 

平成２５年度  

具体的取組 自己評価結果 総括 

１  

確かな 

学力 

○学習指導の充実・改善に努め、

自ら課題解決や能力向上に取り

組もうとする意欲を育成してい

ます。 
○きめ細やかな生徒指導の充実
に努め、学習への意欲・向上心
を育成しています。 

○生徒の授業評価をもとにして、
授業者の課題を明らかにして、各
教科や学年で授業を見合いながら
改善策を話し合うことができた。
小テストやスピーチなど具体的な
取組の情報交換を行い、各教科間
の工夫・改善点を明らかにしてそ
れぞれの参考になるように取り組
んだ。 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

２ 

豊かな 

心 

○人権を尊重する教育の充実に

努め、生徒一人ひとりの自尊感

情を高めるとともに、アイデン

ティティーの確立の実現を図っ

ています。 

○地域社会へ積極的に参画する

意識を育み、生徒個々のコミュ

ニケーション能力や人的対応力

を養い、社会性を向上させてい

ます。 

○日頃から生徒を褒めて育てるよ
うに、学校全体で取り組んだ。 
○道徳や行事、そして朝会を利用
していじめが起きないように生徒
に呼びかけた。その結果、穏やか
に学校生活を送る生徒が増えた。
○地域社会の一員であるという意
識を育てるとともに、地域行事な
どの広報。紹介や積極的な参加を
促し、その活動の中でコミュニケ
ーション能力、人的対応力、社会
性の向上を図った。 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

３ 

健やかな

体 

○自他の命・健康・安全の大切
さを気づかせ、心身ともに安定
した生活を過ごせるような、望
ましい生活習慣が身についた生
徒を育てています。 

○定期健康診断や保健便りによ
り、予防を目的とした指導や状況
に応じた指導を行い、生徒の健康
管理への意識を高めた。 
○命の大切さを気づかせ、自他と
もに尊重できる心の育成のため
に、「命の授業」などの実践した。 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

４ 

教育課程 

 ・ 

学習指導 

 

○２４年度より三学期制を実施

し、定期テストを４回から５回

に増やし、生徒の学習への意欲

を継続させています。また、連

絡票を２回から３回に増やし、

生徒の向上心を喚起していま

す。 

○小中一貫教育カリキュラムを

基に、独自の学習支援方法の研

究・開発に努め、生徒一人ひと

りの学習へのつまずきを的確に

把握し、そのつまずきを解決し

ています。 
○個人内評価などを取り入れた
新しい評価法を研究・実践し、
生徒一人ひとりの学習への意欲
を喚起し、向上心を育成してい
ます。 

○しっかり教え、しっかり引き出
すための教材研究を継続して行っ
た。ナビカードの記入に向けて、
所見の書き方研修を行い、生徒が
積極的に取り組むことができる所
見の工夫について意見交換を行っ
た。 
○連絡票やナビカードなど、生
徒・保護者に伝える文章の書き方、
話し方について研修を行い、相手
にわかりやすく伝わるように工夫
した。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

５ 

生徒指導 

○生徒一人ひとりが学習に意欲

をもって真摯に取り組めるよう

に、生徒理解を柱とした日常的

な生徒指導が充実しています。

○授業に集中できない生徒のた

めの特別支援教育が、計画的、

組織的に推進されています。 

○教職員全員の共通理解の基

に、本校の人権教育を推進し、

他を認め、尊敬しあえる生徒集

団を育成しています。 

○あいさつの声がさまざまな場面
で、多くの生徒から聞かれ、来校
者からもほめられるようになっ
た。 
○日常の声かけにより、生徒が安
心して相談できる雰囲気ができ
た。 
○カウンセリングの研修を行うな
ど、誰もが安心して相談でき、学
校での生活が安全で安心できるも
のとなるようにする。行事に生徒
相談日を積極的に組み込んだ。 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

共通取組
重点取組 

平成２６年度  

具体的取組 自己評価結果 総括 

１ 

確かな 

学力 

○学習指導の充実・改善に努め、

自ら課題解決や能力向上に取り

組もうとする意欲を育成してい

ます。 
○きめ細やかな生徒指導の充実
に努め、学習への意欲・向上心を
育成しています。 

○生徒の授業評価をもとにして、
授業者の課題を明らかにして、各
教科や学年で授業を見合いなが
ら改善策を話し合うことができ
た。各教科間の工夫・改善点を明
らかにしてそれぞれの参考にな
るように取り組んだ。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

２ 

豊かな 

心 

○人権を尊重する教育の充実に

努め、生徒一人ひとりの自尊感情

を高めるとともに、アイデンティ

ティーの確立の実現を図ってい

ます。 
○地域社会へ積極的に参画する
意識を育み、生徒個々のコミュニ
ケーション能力や人的対応力を
養い、社会性を向上させていま
す。 

○日頃から生徒を褒めて育てる
ように、学校全体で取り組んだ。 
○道徳や行事、そして朝会を利用
していじめが起きないように生
徒に呼びかけた。また、生徒会活
動にて、継続的な啓蒙活動を実施
した。その結果、穏やかに学校生
活を送る生徒が増えた。 
○地域社会の一員であるという
意識を育てるとともに、地域行事
などの広報。紹介や積極的な参加
を促し、その活動の中でコミュニ
ケーション能力、人的対応力、社
会性の向上を図った。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

３ 

健やかな

体 

○自他の命・健康・安全の大切さ
を気づかせ、心身ともに安定した
生活を過ごせるような、望ましい
生活習慣が身についた生徒を育
てています。 

○定期健康診断や保健便りによ
り、予防を目的とした指導や状況
に応じた指導を行い、生徒の健康
管理への意識を高めた。 
○命の大切さを気づかせ、自他と
もに尊重できる心の育成のため
に、「命の授業」などの実践した。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

４ 

教育課程 

 ・ 

学習指導 

 

 

 

○２４年度より三学期制を実施

し、定期テストを４回から５回に

増やし、生徒の学習への意欲を継

続させています。また、連絡票を

２回から３回に増やし、生徒の向

上心を喚起しています。 

○小中一貫教育カリキュラムを

基に、独自の学習支援方法の研

究・開発に努め、生徒一人ひとり

の学習へのつまずきを的確に把

握し、そのつまずきを解決してい

ます。 
○個人内評価などを取り入れた
新しい評価法を研究・実践し、生
徒一人ひとりの学習への意欲を
喚起し、向上心を育成していま
す。 

○しっかり教え、しっかり引き出
すための教材研究を継続して行
った。所見の書き方などの研修を
行い、生徒が積極的に取り組むこ
とができる所見の工夫について
意見交換を行った。 
○連絡票など、生徒・保護者に伝
える文章の書き方、話し方につい
て研修を行い、相手にわかりやす
く伝わるように工夫した。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

５ 

生徒指導 

○生徒一人ひとりが学習に意欲

をもって真摯に取り組めるよう

に、生徒理解を柱とした日常的な

生徒指導が充実しています。 

○授業に集中できない生徒のた

めの特別支援教育が、計画的、組

織的に推進されています。 
○教職員全員の共通理解の基に、
本校の人権教育を推進し、他を認
め、尊敬しあえる生徒集団を育成
しています。 

○今年度もあいさつの声がさま
ざまな場面で、多くの生徒から聞
かれ、来校者からもほめられるよ
うになった。 
○日常の声かけにより、生徒が安
心して相談できる雰囲気ができ
た。 
○カウンセリングの研修を行う
など、誰もが安心して相談でき、
学校での生活が安全で安心でき
るものとなるようにする。行事に
生徒相談日を積極的に組み込ん
だ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

共通取組
重点取組 

平成２７年度 

具体的取組 自己評価結果 総括 

１ 

確かな 

学力 

○学習指導の充実・改善に努め、

自ら課題解決や能力向上に取り

組もうとする意欲を育成してい

ます。 
○きめ細やかな生徒指導の充実
に努め、学習への意欲・向上心を
育成しています。 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

２ 

豊かな 

心 

○人権を尊重する教育の充実に

努め、生徒一人ひとりの自尊感情

を高めるとともに、アイデンティ

ティーの確立の実現を図ってい

ます。 
○地域社会へ積極的に参画する
意識を育み、生徒個々のコミュニ
ケーション能力や人的対応力を
養い、社会性を向上させていま
す。 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

３ 

健やかな

体 

○自他の命・健康・安全の大切さ
を気づかせ、心身ともに安定した
生活を過ごせるような、望ましい
生活習慣が身についた生徒を育
てています。 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

４ 

教育課程 

 ・ 

学習指導 

 

 

 

○三学期制の実施しにより、５回

の定期テストにより、生徒の学習

への意欲を継続させています。ま

た、３回の連絡票の発行により、

生徒の向上心を喚起しています。 

○小中一貫教育カリキュラムを

基に、独自の学習支援方法の研

究・開発に努め、生徒一人ひとり

の学習へのつまずきを的確に把

握し、そのつまずきを解決してい

ます。 
○個人内評価などを取り入れた
新しい評価法を研究・実践し、生
徒一人ひとりの学習への意欲を
喚起し、向上心を育成していま
す。 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

５ 

生徒指導 

○生徒一人ひとりが学習に意欲

をもって真摯に取り組めるよう

に、生徒理解を柱とした日常的な

生徒指導が充実しています。 

○授業に集中できない生徒のた

めの特別支援教育が、計画的、組

織的に推進されています。 
○教職員全員の共通理解の基に、
本校の人権教育を推進し、他を認
め、尊敬しあえる生徒集団を育成
しています。 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

６ 

安全管理 

○施設・設備の適切な点検や情報

収集に心がけ、充実した環境整備

を推進し、生徒一人ひとりが安全

で安心して過ごせる生活環境を

創造しています。 

○月１回の安全点検や環境美化

点検を実施し、楽しく安全で安心

して過ごせる生活環境の保持を

実現しています。 
○防災訓練などの災害に対する

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

横浜市立岡津中学校  学校評価報告書 （平成 25 年度～平成 27 年度） 



※ 当 該 年 度 の 達 成 状 況 ： Ａ … 十 分 達 成     Ｂ … 概 ね 達 成     Ｃ … 努 力 必 要     Ｄ … 改 善 必 要 

 

６ 

安全管理 

○施設・設備の適切な点検や情

報収集に心がけ、充実した環境

整備を推進し、生徒一人ひとり

が安全で安心して過ごせる生活

環境を創造しています。 

○月１回の安全点検や環境美化

点検を実施し、楽しく安全で安

心して過ごせる生活環境の保持

を実現しています。 
○防災訓練などの災害に対する
指導を充実させ、全生徒・全教
職員が、災害時に安全の確保や、
事故を最小限に食い止めるため
の、適切な判断や行動がとれる
ような防災教育を推進していま
す。 

○避難訓練に際して、消火訓練や
煙体験などを計画的に行い、生徒
の体験を増やすことで防災への意
識を高めた。 
○災害にあったときに、中学生が
地域で頼りになる存在であること
を認識させ、安全に避難するだけ
でなく、そのあとの援助や支援も
含めた、防災への意識を高めるよ
うに努めた。 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

  

 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

人材育成

組織運営 

○経験年数５年以下の教員を中
心とした特設委員会を設置し、
不祥事防止、学力向上などの、
現在学校や教育現場が抱えてい
る教育課題の解決に取り組ま
せ、解決方法の開発や研修会な
どの企画・運営を推進させてい
ます。このことにより課題解決
だけでなく、若手教員の教師と
しての誇りや自信、教育公務員
としての責任感・使命感を育成
しています。 
○若手教員においては、授業力
や生徒理解力向上をねらいと
し、ベテラン教員においては、
若手教員を育み、自信をもたせ
るような講評力・助言力の向上
をねらいとした初任者研修など
の校内研修を計画的に実施して
います。 

○行事予定に特設委員会を無理の
ない日程に設定した。定期的な委
員会を実施した。 
○日常からお互いの授業参観を積
極的に実施し、意見交換を活発に
行った。 
○全校での取組として、初任者研
修を実施した。この際、初任教員
の授業力向上だけでなく、研修会
の企画。運営は２年次教員が行う
など、若手教員の育成を図った。
また、研修会では、授業者の良い
ところや長所を気づかせることを
ねらいとし、他教員の講評力、助
言力の向上を図った。 

 

 

 

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

小中一貫 

教育推進 

ブロック内

相互評価 

結果 

○中１ギャップの解消に向けた取組の運営方法にいくつか課題を残した。
次年度検討と実施し、改題解決に取り組みたい。 

○小中の合同会議を実現し、相互理解を図ることができた。 

学校関係者 

評価結果 

○地域で迷惑をかける生徒が少なくなった。今後も継続した指導をしてほ

しい。 

○生徒がわかる授業が１番大切だと考える。学力が身につかなかったこと

で社会に出てつらい思いをすることがないようにしてほしい。 

○小学校の先生と中学校の先生が親しいのは良いことだと思う。多くの先

生に子どもたちを見守ってもらいたい。 

○経験の豊富な先生が経験の浅い先生にいろいろな事を伝える中で、生徒

を温かく見守り、指導してほしい。先生が親しいのは良いことだと思う。

多くの先生に子どもたちを見守ってもらいたい。 

○先生達からあいさつがあり、生徒達からもあいさつがもらえてとても気

持ちがいい。 

○災害にあったときに、地域で頼りになるのは中学生だと思っている。中

学生の防災への意識をしっかりつけてほしい。 

○昨年度は学校のいろいろな活動が見えにくいので、ホームページの更新

や学校だより等で、分かりやすく説明してもらえるように依頼しまし

６ 

安全管理 

○施設・設備の適切な点検や情報

収集に心がけ、充実した環境整備

を推進し、生徒一人ひとりが安全

で安心して過ごせる生活環境を

創造しています。 

○月１回の安全点検や環境美化

点検を実施し、楽しく安全で安心

して過ごせる生活環境の保持を

実現しています。 
○防災訓練などの災害に対する
指導を充実させ、全生徒・全教職
員が、災害時に安全の確保や、事
故を最小限に食い止めるための、
適切な判断や行動がとれるよう
な防災教育を推進しています。 

 
○災害にあったときに、中学生が
地域で頼りになる存在であるこ
とを認識させ、安全に避難するだ
けでなく、そのあとの援助や支援
も含めた、防災への意識を高める
ように努めた。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

  

 

 Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

人材育成

組織運営 

○経験年数５年以下の教員を中
心とした特設委員会を設置し、不
祥事防止、学力向上などの、現在
学校や教育現場が抱えている教
育課題の解決に取り組ませ、解決
方法の開発や研修会などの企
画・運営を推進させています。こ
のことにより課題解決だけでな
く、若手教員の教師としての誇り
や自信、教育公務員としての責任
感・使命感を育成しています。 
○若手教員においては、授業力や
生徒理解力向上をねらいとし、ベ
テラン教員においては、若手教員
を育み、自信をもたせるような講
評力・助言力の向上をねらいとし
た初任者研修などの校内研修を
計画的に実施しています。 

○日常からお互いの授業参観を
積極的に実施し、意見交換を活発
に行った。 
○全校での取組として、初任者研
修を実施した。この際、初任教員
の授業力向上だけでなく、研修会
の企画。運営は２年次教員が行う
など、若手教員の育成を図った。
また、研修会では、授業者の良い
ところや長所を気づかせること
をねらいとし、他教員の講評力、
助言力の向上を図った。 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

小中一貫 

教育推進 

ブロック内

相互評価 

結果 

○中１ギャップの解消に向けた取組の運営方法にいくつか課題を残した。
次年度検討と実施し、改題解決に取り組みたい。 

○小中の合同会議を実現し、相互理解を図ることができた。 

○試験的に 1校の小学校にて中学校教師による講演を実施した。 

 

 

学校関係者 

評価結果 

○地域で迷惑をかける生徒が少なくなった。 

○生徒がわかる授業が１番大切だと考える。学力が身につかなかったこと

で社会に出てつらい思いをすることがないようにしてほしい。 

○生徒を温かく見守り、指導してほしい。先生が生徒と親しいのは良いこ

とだと思うが、それなりのけじめは必要である。 

○先生達からあいさつがあり、生徒達からもあいさつがもらえてとても気

持ちがいい。 

○中学生の防災への意識をしっかりつけてほしい。 

 

評価結果に

対する 

学校の見解 

概ね学校運営に対して前向きな意見が多かった。要望などいくつかあげら

れたが、応えられるものに対しては、次年度検討を実施する。 

 
 

指導を充実させ、全生徒・全教職
員が、災害時に安全の確保や、事
故を最小限に食い止めるための、
適切な判断や行動がとれるよう
な防災教育を推進しています。 

   Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

 

人材育成

組織運営 

○経験年数５年以下の教員を中
心とした特設委員会を設置し、不
祥事防止、学力向上などの、現在
学校や教育現場が抱えている教
育課題の解決に取り組ませ、解決
方法の開発や研修会などの企
画・運営を推進させています。こ
のことにより課題解決だけでな
く、若手教員の教師としての誇り
や自信、教育公務員としての責任
感・使命感を育成しています。 
○若手教員においては、授業力や
生徒理解力向上をねらいとし、ベ
テラン教員においては、若手教員
を育み、自信をもたせるような講
評力・助言力の向上をねらいとし
た初任者研修などの校内研修を
計画的に実施しています。 

 
 
 
 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

小中一貫 

教育推進 

ブロック内

相互評価 

結果 

 

 

 

 

 

学校関係者 

評価結果 

 

 

 

 

評価結果に

対する 

学校の見解 

 

 

学校経営 

中期目標 

達成状況 

 

 



※ 当 該 年 度 の 達 成 状 況 ： Ａ … 十 分 達 成     Ｂ … 概 ね 達 成     Ｃ … 努 力 必 要     Ｄ … 改 善 必 要 

 

た。今年度は学校便り、学年便りなどが定期的に出てとても良かったで

す。今後はさらに充実した取組をしてほしい。保護者と学校との連携が

随分できてきたので、さらに連携を進めてほしいです。地域行事への生

徒参加も多くなってきたので、これがさらに盛んになってくれることを

望んでいます。 

評価結果に

対する 

学校の見解 

 概ね学校運営に対して前向きな意見が多かった。要望などいくつかあげ

られたが、応えられるものに対しては、次年度検討を実施する。 

  

学校経営 

中期目標 

達成状況 

目標達成に向けて、概ね順調に学校運営を推進できたと考えている。特

に生徒一人ひとりの「向上心」、「学習意欲」、「思いやりと協力の精神」

の向上には、大きな成果が見られた 。次年度も継続的にこの運営を推

進していきたい。 

 

 

 
 

学校経営 

中期目標 

達成状況 

目標達成に向けて、概ね順調に学校運営を推進できたと考えている。特に

3 年生の生徒一人ひとりの「向上心」、「学習意欲」、「思いやりと協力の精

神」の向上には、大きな成果が見られた 。次年度も継続的にこの運営を

推進していきたい。 
 

 


